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小学１・２年児童におけるかな聴写の誤り分析
Error Analysis of Japanese Kana Writing in the




























































































































































































７点以下 ８点 ９点 10点
１年生時 28.3％ 14.1％ 15.2％ 42.4％











（人）０（点） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
７月 ０ １ ２ １ ６ １ ９ 14 14 14 19 82





（人）０（点） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
７月 ０ ２ １ ２ ２ ７ ５ 12 13 16 18 78











































































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 字
形キツネ ダンス ミシン ペンギン コロッケ パジャマ サッカー チューリップ ソーセージ リュックサック
１ 100 シ
２ 100 ツ
３ 90 リッュクサック ツ
４ 100
５ 60 コ○ッ○ チュウリップ ソウ○イジ リュック○ック ツシ
６ 20 キ○○ ○シン コ○ケ パジマ サッカ ○ウリプ ○ウ○エジ ○○サ○ ツ
７ 80 チュリップ リュクサック
８ 90 ○シン ツ
９ 100 ツ
10 20 キツ○ ○○ン コ○○ パ○○ ○カー ○リップ ソ○○ ○ック○ック
11 90 リュクサック ソ
12 60 ｢ﾐ｣× チュウリップ ソウセージ リュクサック シ
13 60 コロケ チュウリップ ソウセージ リュクサク
14 100 パ
15 100 シ
16 80 チュリップ ｢ｾ｣× ツケ
17 60 コ○ッけ チ○ンリップ ソー○ジ リュクサック シ
18 100 ツ






25 50 ｢ﾐ｣× ペシギン チュリップ ソーセジ ルュクッサック ツミ
26 90 ペンぎん
27 100
ク　個別の指導計画作成について
ひらがな・カタカナ10単語聴写テストで、誤りが３割以上あった児童については、個別指導
計画を作成し、担任と支援方法を検討した。
ケ　指導の内容・配慮と児童の様子
読み書きトレーニングの指導の内容は、「促音の表記２回、拗音の表記２回、長音の表記１回、
拗長音・拗促音の表記１回、特殊音節が重複している単語の表記１回、個別の練習２回、かな
単語聴写テスト１回」の計10回とした。
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プリント学習中心の授業ではなく、ことば遊びやゲームを楽しみながら、表記の仕方を身に
つけていくように構成されている。児童の中には、自己評価が下がっていたりやる気をなくし
ていたりする子どもがいるため、あそびを取り入れ、「勉強は楽しい」と感じてほしいと考え
たためである。ことば遊びから入ると、日頃、教室の授業では黙っていることが多い子も、意
欲的に発表する機会が増えるようになった。
指導時間は20分間であるが、その時間の目標をはっきりと設定し、授業の最後には、一人ひ
とりの目標がどこまでで達成されたか、必ずプリントで評価するようにした。絵を見て単語を
書く簡単な評価課題（５問程度）である。また、毎時間の子ども達の様子を記録し、担任に伝
えるようにした。
（３）読み書きトレーニングの結果
２年目に行った読み書きトレーニングには６名の２年児童が参加した。ひらがな・カタカナ
10単語聴写テストは、トレーニングンが始まる前の10月と終了後の２月に実施した。その結果
は以下の通りである。
ア　ひらがな10単語聴写テストの変化
ひらがな10単語聴写テストの結果では、６人中５人が、10月に実施した結果より正しく書け
るようになった（８→10、７→10、８→10、６→５、６→９、２→10点）。うち４人は全問正
しく表記できた。しかし10単語聴写テストでは、正しく表記できるようになっているのだが、
作文などで正しく書くことはまだ難しいと担任から報告されていた。
得点が大きく変化した児童（２→10点）は、10月のテストの時、「きっぷ」の「ぷ」が書けず、
意欲をなくし、その後最後まで書かずに、白紙が続いた。しかし、毎回一番に教室に来て、「今
日は、どんなゲームをするの？」と、始まるのを楽しみにしている様子が見られた。わからな
いときには「もう一回、言って」「わからないから教えて」と助けを求めるコミュニケーショ
ン方法を教えた。「自分にもわかる、できる」という積み重ねの中で、少しずつ自信が持てる
ようになり、最後の感想では「べんきょうがたのしかった」と書いて終了した。
一方、１名だけ変化の見られなかった児童（６→５点）は、誤る部分が毎回異なり、誤りの
一貫性が見られない結果となった。引き続き、細かなステップで指導を進めていく必要がある
と考えられた。
イ　カタカナ単語聴写の変化
カタカナが聴写できない原因の中で、最も大きなものは、カタカナの文字を覚えておらず、
想起できないというものであった。10回の「読み書きトレーニング」で、全てのカタカナ文字
を覚えることは難しいため、２月の検査では、カタカナの50音表を見てよいことにした。同時
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に、カタカナ文字の長期記憶を高める指導方法が検討される必要があると考えられた。
「想起できない誤り」以外では、６人とも読み書きトレーニング後の方が、正答が増えていた。
しかし、カタカナ文字を想起するまでに時間がかかったり、想起できなかったりする児童がお
り、今後も習熟の練習を続けていくことが必要だと考えられる。
６．おわりに
この実践の中で、次の３点が重要だと考えられた。第１に、１、２年生の時期に、学年全員
の児童に対して、かな10単語聴写テストを実施することである。第２は、ニーズのある児童に
個別の指導計画を立てることである。第３は、学習が終了した早期の段階で支援を行うことで
ある。これらの取り組みによって、ニーズのある子ども達を見逃すことなく、低学年のうちに
正しく書く力をつけることができると考える。かな10単語聴写テストは、通常の学級で使用で
きる、有用な検査だと思われた。
附記　この論文は、元吹田市立小学校指導教諭辻本裕子氏との共同研究に一部、新しい資料を加えてま
とめたものである。辻本裕子氏に深く、感謝の意を表する。
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